
 

   ウ 眼科定点 

   (ｱ)  急性出血性結膜炎 

平成２７年は年間報告数３例，年間定点当たり報告数０.３０，年間定点当たり報告数の過去５年

平均値との比０.６８，前年比０.４３であった。 

過去７年間の年間定点当たり報告数と比べると，平成２２年，平成２５年に次いで少なかった。 
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   (ｲ)  流行性角結膜炎 

平成２７年は年間報告数２０５例，年間定点当たり報告数２０.５０，年間定点当たり報告数の過去

５年平均値との比０.６７，前年比０.５５であった。 

過去７年間の年間定点当たり報告数と比べると，最も少なかった。 

月別定点当たり報告数では，６月（４.００），１１月（２.９０），８月（２.２０）が多かった。 

年齢階級別では，３０～３９歳（３０.２％）が最も多く，次いで２０～２９歳（１４.６％），４０～４９歳   

（１２.７％）の順であった。 
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